
特許 
１．小嶋仲夫（発明者）、西田博之（発明者）、伊藤和男（発明者）、名城大学（出願人） 
遺 伝 子 損 傷 防 護 作 用 を 有 す る 新 規 ポ リ セ レ ナ イ ド 化 合 物 の 合 成          
特願 2008-302597, 平成 20 年 11 月 
 
２．竹田潤二，堀江恭二，八戸宏二郎，山田清文，田熊一敞 

異 常 行 動 を 示 す 遺 伝 子 改 変 非 ヒ ト 哺 乳 動 物 及 び そ の 作 成 方 法         

PCT/JP2008/063497 平成 20 年 7 月 

 

３．新田淳美，鍋島俊隆

Akt活性化剤                                                                            

出願番号：特願2007-504648, 平成19年8月7日 
 
４．新田淳美，鍋島俊隆 
精神障害関連遺伝子及びその利用 
出願番号：特願2007-505883, 平成19年8月16日 
米国出願番号：11/885,597(US), 平成20年5月30日 
 
５．新田淳美，鍋島俊隆 
脳内酸化抑制剤およびその使用                                                           

出願番号：特願2006-287639, 平成19年10月23日出願 

国際出願番号PCT/JP2007/070628, 平成19年10月 

 

６．新田淳美、日比陽子、鍋島俊隆、森下幸治、池田武史 

抗うつ・抗不安剤                                                                        

出願番号：特願 2008-013630（2008 年 1 月 24 日 

国際出願番号：PCT/JP2009/051027, 平成 21 年 1 月 

 

７．中谷正義，篠原結子，平林美紀，鈴森千智，西村茂，新田淳美，日比陽子 

眼科用薬剤                                                                             

出願番号：特願 2008-206491, 平成 20 年 8 月 

 

８．新田淳美，日比陽子，池田武史，酒井康 

意欲向上剤                                                                             

出願番号：特願 2009-118772, 平成 21 年 5 月 
 

新聞、雑誌などでの報道 
１．山田清文 

「ドーパミン D1 受容体・ERK1/2 シグナル－活性化が長期認知記憶に関与」. 

（Medical Tribune,平成 19 年 6 月） 

 
２．貝淵弘三 

第 18 回読売東海医学賞受賞 （読売新聞 平成 20 年 3 月 17 日） 



 

３．貝淵弘三 

「統合失調症 解明に道 発症率高める新遺伝子発見」 （中日新聞 平成 20 年 10 月 3 日） 

 

４．鍋島俊隆 

東海テレビ文化賞(受賞報道)  中日新聞,朝日新聞 平成 20 年 11 月 12 日掲載, 読売新聞 

平成 20 年 11 月 16 日掲載 

 

TV 公開番組、ニュースなど 
１．貝淵弘三 

NHK 総合 朝のニュース 

統合失調症の発症率高める新遺伝子発見   平成 20 年 10 月 3 日 放映 

 

２．鍋島俊隆  

NHK 教育テレビ サイエンス ZERO（アルツハイマー病研究最前線） 平成 20 年 11 月 25 日 

 

３．鍋島俊隆 

東海テレビ文化賞受賞記念番組「道一筋に」 平成 20 年 11 月 19 日 

 

その他 
１． 三輪将也、天野杏南、筧 祐介、川村美緒、高橋ゆか里、鍋島俊隆、平松正行 

植物が産生する抗酸化物質による抗認知症効果（３）、社会連携研究推進事業、グリーンバイ

オビジネス創製プロジェクト研究成果報告会（2009） 

 

２． 三輪将也、坪井美月、野口祐美子、鍋島俊隆、平松正行 

植物が産生する抗酸化物質による抗認知症効果（２）、社会連携研究推進事業、グリーンバイ

オビジネス創製プロジェクト研究成果報告会（2008） 

 

３． 平松正行、岩田合郁、三輪将也：植物が産生する抗酸化物質による抗認知症効果（１）、

社会連携研究推進事業、グリーンバイオビジネス創製プロジェクト研究成果報告会（2007） 

 


